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平成２０年度 決算報告書 

 

国立大学法人旭川医科大学 

 

（単位：百万円） 
 

区    分 
 

 
予算額 

 

 
決算額 

 

差 額 
(決算-予算) 

 
備 考

 
 
収入 

  運営費交付金 

  施設整備費補助金 

補助金等収入 

 国立大学財務・経営センター施設費交付金

 自己収入 

  授業料、入学料及び検定料収入 

  附属病院収入 

  雑収入 

 産学連携等研究収入及び寄附金収入等 

引当金取崩 

目的積立金取崩 

      計 

5,62 9

928

43

33

15,3 92

607

14,6 41

144

980

0

265

23,2 70

5,62 9

949

110

33

15,4 34

606

14,6 44

184

961

8

265

23,3 89

 
 

0 

21 

67 

0 

42 

△ 1 

3 

40 

△ 19 

8 

0 

119 

 
 

 

（ 注 １ ）

（ 注 ２ ）

 

 

 

 

（ 注 ３ ）

（ 注 ４ ）

 

 

 

 

支出 

  業務費 

  教育研究経費 

  診療経費 

 一般管理費 

 施設整備費 

 補助金等 

 産学連携等研究経費及び寄附金事業費等

 貸付金 

長期借入金償還金 

      計 

18,7 66

3,93 4

14,8 32

854

961

43

980

0

1,66 6

23,2 70

18,7 01

3,69 2

15,0 09

837

982

110

888

45

1,66 6

23,2 29

 

 

△ 65 

△ 242 

177 

△ 17 

21 

67 

△ 92 

45 

0 

△ 41 

 

 

（ 注 ５ ）

 

 

 

（ 注 ６ ）

（ 注 ７ ）

（ 注 ８ ）

 

 

 
収入－支出 

 
0 160

 
160 

 

 
 

 

○予算と決算の差異について 

（注１）施設整備費補助金については、補助事業として耐震対策事業及び医学部定員増に

伴う学生教育用施設整備が交付されたことにより、予算金額に比して決算金額が

２１百万円多額となっております。 

（注２）補助金等収入については、大学改革推進等補助金の増及び補正事業として医学部

定員増に伴う教育用設備整備が交付されたことにより、予算金額に比して決算金

額が６７百万円多額となっております。 

（注３）雑収入については、主として科学研究費補助金間接経費の受入れ増により、予算

金額に比して決算金額が４０百万円多額となっております。 

（注４）産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、予算段階で予定していたより

受入額が減少したことにより、予算金額に比して決算金額が１９百万円少額とな

っております。 
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（注５）業務費については、年度途中での計画変更により、予算金額に比して決算金額が

６５百万円少額となっております。 

（注６）施設整備費については、（注１）に示した理由により、予算金額に比して決算金

額が２１百万円多額となっております。 

（注７）補助金等については、（注２）に示した理由により、予算金額に比して決算金額

が６７百万円多額となっております。 

（注８）産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については、（注４）に示した理由によ

り、予算金額に比して決算金額が９２百万円少額となっております。 

 


